
お知らせ
平成２８年１１月２９日

生活環境部環境保全課

平成 28 年 11 月 26 日に日出町で発生した水道施設の圧力タンク破裂による死傷事故の発

生に伴い、下記のとおり市町村や水道施設の代表者等に水道施設の点検を文書で依頼すると

ともに、大分県ホームページで注意喚起を行ったのでお知らせします。

なお、原因究明は、現在大分県警で行われています。

記

１ 文書発送日 平成 28 年 11 月 29 日（火）

２ 文書依頼先

（１）各市町村長あてに点検依頼

公営の水道事業、給水施設

（２）各水道事業の代表者等あてに点検依頼…３０１件

ア 民営簡易水道（給水人口 101 ～ 5,000 人…３３事業）

イ 町村内に設置された専用水道（給水人口 101 人以上等…１７事業）

ウ 民営給水施設（給水人口 50 ～ 100 人…２５１事業）

（３）各市町村長あてに広報依頼

市内の専用水道設置者、市町村内の飲用井戸等設置者

３ 点検内容

（１） 圧力タンクなど水道施設の点検の実施

・圧力タンクは、使用年月や設置状況により部品の磨耗や劣化が生じるので、日常点検

や定期点検を取扱い説明書等に記載されている保守点検表に従い、実施すること。

・点検により異常が発覚した場合は、運転を中止し、取扱い会社等に連絡すること。

・メーカー等の定期点検を年に 1 回程度実施すること。

（２） 圧力タンクなど取扱方法や注意事項等の把握

・取扱説明書等を読み、使用方法、注意点をよく確認し、関係者に周知すること。

・圧力タンクの周辺や上部に物を置いたり、乗ったりしないようにすること。

４ 広報依頼の内容

別添１の広報文例

５ 大分県ホームページでの広報

別添２のとおり

連絡先 水環境班 宮崎

０９７－５０６－３１１２（内線３１１２）



【広報文例】 別添１

圧力タンクの取扱い

に注意！！

県内の小規模の水道施設で、圧力タンクが破裂し、点

検中の3名の方が死傷する事故が発生しました。

原因究明中ですが、水道施設等の圧力タンクについて、

特に以下の点に注意しましょう。

○異常があるときは、専門家に相談しましょう。

○メーカー等の定期点検を年に1回程度受けましょう。

○運転状況や使用年数により部品は劣化します。交換時期を表示

するなど工夫して、定期的に部品の交換、修理を実施しましょう。

○取扱説明書等を読み、使用上の注意点をきちんと把握しましょう。

○使用上の注意点は、わかりやすい所に掲示し、確認できるように

しましょう。

○圧力タンクの上に物を置いたり、乗ったりしないようにしましょう。

○機器の耐用年数等を把握し、適切に機器の更新を行いましょう。



> > >

RSS

870-8501 3 1 1 097-536-1111

Copyright © 2015 Oita Prefecture, All rights reserved.

Tweet 2016 11 29

3

1

870-8501

Tel 097-506-3117

OPAM

1/1-

2016/11/29http://cms.ncsv.pref.oita.jp/soshiki/detail.php?lif_id=1048227&simulate_flg=0

別添２


